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身体知のリベラルアーツ
看護教育の危機の時代，なぜ今，「身体知」か　　西山悦子
身体知の構造　身体で学ぶということ　　大橋容一郎
「身体の教養教育」改革　　鈴木 守
看護学生の「身体知」が変わるとき　　菊池麻由美
新たな「身体」モデルに向けて　　山本敦久
【連載】
だから私はこう書いた　系看著者のフィロソフィー・4　　 
山勢博章／津村紀子

グループワークの “達人 ”への道・6　　三浦真琴
東西南北！　学生募集旅日誌・6　　高塚由香里
考える力を育てるシンキングツールの活用・9　　黒上晴夫
笑いの伝道師　Wマコトのコミュニケーション革命！・12（最終回）　　

Wマコト
宮子あずさのエキサイティングWriting・24（最終回）　　宮子あずさ
“医療安全力 ”を育むリスクアセスメントトレーニング・32（最終回） 　　
斉藤奈緒美／石川雅彦

●前回弊誌で模擬患者活用に関する特集
を組んだのは，2011年の 7，8号でし
た。実はそのときの編集後記にも書いた
のですが，看護の学会での「模擬患者を
活用した」という発表での模擬患者が学
生であるという傾向は非常に高い。これ
は今も変わっていません。しかし，考え
てみてください。病気や怪我の経験者な
らともかく，いまだ看護も学んでいる最
中の学生に模擬患者の役割がこなせるも
のでしょうか。対談で有馬先生が言われ
ているように，学生任せでは「妙に聞き
分けのいい患者」「不満も言わず我慢強い
患者」ができあがるだけではないでしょ
うか。これでは看護師役の学生への教育
効果は期待できません。●経験を積んだ
教員に患者役ができず学生を活用する場
合には，教員がするとき以上に環境を含
めた演出に気を遣い，役を演じる姿勢を
育みながら行っていただきたいと思いま
す。 ……大野
●皆さん苦手と言いますが，私もやはり
苦手です。そう，立食パーティです。料
理もお酒も手をつけず，あの先生とお話
したい！ と思い，様子を伺い，よし今だ，
と向かい始めた途端，仲の良さそうな別
の先生が笑顔で登場されお話を開始され
ると，ああ，楽しそうだ，入れない，も
う少し待機だ，と，くるり。あ，あの先
生に話そう，そしてくるり，またくるり，
「それでは宴もたけなわでは」となってし
まいます。●看護職でもなければ，編集
としても新参者なので，仕方ない面はあ
ると思いますが，うまくなってからス
テージに上がろうとしていたら，永遠に
ステージには上がれません（ラモーン
ズ）。コツをパーティ慣れしてそうな友
人に尋ねると，パーティなんだから，皿
一杯に料理を盛って，モリモリ食べて，
これ美味しいですよ，と笑顔で話しかけ
ればよいとのこと。そんな人いますか
ね？ 実行できる気がしませんが，確か
に彼は立食パーティが得意そうだ，とも
思いました。 ……番匠
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さぁ、臨床判断モデル

「病態関連図」をおもしろく！

本誌 56巻 7号「看護過程再考」にて，タナー氏が構築した，
臨床現場で看護師がどのように考えているかを表した，「臨
床判断モデル」をはじめて紹介しました。
多くの先生から，確かに実践者はこのように考えていると
いう反響をいただいた一方で，これはエキスパートの思考
であり，基礎教育に取り入れるのは難しいとの反応もあり
ました。
しかし，実際に，米国オレゴン州においては，このモデル
のもと，声かけや事例設定などの日々の教育から，カリキュ
ラム全体の構築，教育施設としての病院との連携など，大
きな教育改革が実現しました。結果，卒業時に確かに臨床
判断力が向上した，というデータが出ています。
日本でも，「臨床判断モデル」を導入することにより，基礎
教育の段階から，学生が実践的に考える訓練を積むことが
いっそう可能となります。学生の実践力向上のため，ぜひ
この特集が，皆さんの基礎教育変革の手助けとなることを
願っています。

■クリスティーン・タナー先生講演録より─
臨床判断モデルの概要と，その活用につ
いて……………………監訳：松谷美和子
■臨床判断モデルを基礎看護教育で用いる
アイデアとシステム…………三浦友理子
■臨床判断力開発のための「思考発話」 ……
……………………………………池田葉子

■「臨床判断モデル」に基づいた学習内容と
評価について─コンセプトを基盤にした
学習（Concept-based learning activities）
とラサター臨床判断ルーブリック評価
（Lasater Clinical Judgment Rubric） …
……… 喜吉テオ紘子／ Ann Nielsen／
Kathie Lasater

■オレゴン看護教育コンソーシアム
（OCNE）とコンピテンシーを基盤とした
カリキュラムの構築 ………………奥裕美

【2016年 8月号（Vol.57 No.8）】

論理的に書こう！
【2016年 7月号（Vol.57 No.7）】

論理的に話そう！
【2016年 6月号（Vol.57 No.6）】

看護過程再再考

【2016年 5月号（Vol.57 No.5）】

「気持ちのいい」ケアを		
教えよう！

【2016年 4月号（Vol.57 No.4）】

あなたの「見方」に現象学を
【2016年 3月号（Vol.57 No.3）】

カリキュラムを
「拡張」しよう！

病態関連図を学生さんたちはしっかり書いているでしょう
か？そして，「おもしろく」書いているでしょうか？
患者さんに関する情報の関連を示した図である病態関連図
は，入手した情報を整理し，これから看護する患者さんの
全体像を把握するのにとても便利なものです。特に初めて
の実習において看護過程を展開するのに役立つため，多く
の学校で取り入れられています。ただそんななか，「病態関
連図は苦手！」という学生の声は珍しくありません。
本来「図」というものは，なんらかの情報を得て，それをま
とめるのに，文字だけを書き連ねるよりも，その情報どう
しがいかに有機的に結びついているかの理解を助けてくれ
るものなので，わかりやすいはず。それが苦手とされるに
は，なんらかの理由があるはずです。
今回の特集では，本来学生のためになるはずの病態関連図
作成が好まれないわけと，その解決法を探り，図の作成や
読み解きが楽しくなるような指導法を模索します。さらに
は，「病態関連」にこだわらず，他の形式での図作成にトラ
イするという選択肢も提案します。いずれにしろ，学生が
そこに「おもしろさ」を見出してくれさえすれば，患者さん
の理解はよりいっそう進むことと思います。

■病態関連図の「おもしろさ」と「大切さ」を伝え
る！ …………………………………藤井徹也

■グループワークによる病態関連図の学習
─看護基礎教育での演習の展開 …………  
 …………矢富有見子／川本祐子／井上智子

■看護実践力につながる思考を育てるための試
み─学生が自由な発想で看護を見つけら
れるよう「病態関連図」を変えてみる ………
 ………波多野文子／高東ひとみ／佐藤真紀

■【座談会】病態関連図をおもしろく書くために
できること ……………………………………
藤井徹也／関原未沙央／文倉志信／須𥔎美穂
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